
平成 年度

【評価の区分】

Ａ：期待どおりの成果が得られ、今後も事業を継続する

B：ほぼ期待どおりの成果が得られたが、さらなる発展のため事業を見直す余地がある

C：概ね期待した成果は得られたが、事業の見直しが必要である。

D：期待する成果が得られず、廃止も含めた見直しが必要

□ □ □ ■ □ □

◎外部評価委員の評価・意見等
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重点施策 社会教育施設の整備充実 評価実施者
所　　属 社会教育課
職・氏名 課長　景由隆寛

重
点
施
策
の
概
要

目　　　的

　市民の社会教育活動を支える施設を整備するとともに、今後の人口規模や利用状況に照らし合わ
せた社会教育施設の配置計画を策定し、継続した社会教育活動が進められる環境づくりに取り組
みます。

今年度の
主要事業

①スポーツセンター、青年体育センター、文化センターの耐震化等工事のスケジュールの明確化
②陸上競技場の日本陸上競技連盟第4種公認更新改修工事
③文化センター屋上防水、非常照明器具等取替えなど、既存施設の整備工事
④サイクリングターミナルの廃止
⑤総合福祉センターの解体

特記事項

1 社会教育施設の計画
目標 スポーツセンター、青年体育センター、文化センター

の耐震化工事を含む大規模改修のスケジュールを
明確化実績
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計画策定
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主な施設整備・改修工事を記載
実績
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社会教育施設の整備
目標 温水プール
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事業の分析
効果の検証

①スポーツセンター、青年体育センター、文化センターの耐震化工事を含む大規模改修のスケジュールを
明確化。避難所として重要性の高い青年体育センター・スポーツセンターの耐震化工事を平成27年度～28
年度に実施することで進めるため、スポーツセンターの無償譲渡も実現するなど、社会教育施設の耐震化
の今後が見えてきた。
※スポーツセンターの無償譲渡により、旧スポーツセンターはスポーツセンター第1体育館、旧青年体育セ
ンターは、スポーツセンター第2体育館と名称変更。
②維持する施設、廃止する施設を整理し、維持する施設は改修を進めるとともに、廃止する施設について
は解体を進めることができた。

事
業
の
目
標
と
実
績

2

目標

課題

①スポーツセンター第1体育館、第2体育館の耐震化等改修工事は、緊急防災減災債（100％充当、70％
交付税バック）を活用し、効果的な改修を行う方針を打ち出したが、屋外スポーツ施設の整備についての
計画策定が必要。
②文化センターを含め、文化ゾーンに位置する施設はいずれも改修の課題を抱えており、個別の施設改
修ということではなく、ゾーンとして持続可能な施設運営を視点においた計画策定が必要。

評価 Ｂ

評価の視点１　期待どおりの効果があったか

①社会教育施設の耐震化等工事のスケジュールが明らかになり、スポーツセンター第1、第2
体育館の改修が具体的となったことは評価できる。
②「地域の元気臨時交付金」や「がんばる地域の元気交付金」などを活用し、施設整備を進め
ることができた。
評価の視点２　施策の目的を達成するため、事業見直し等の必要があるか

　スポーツセンターに引き続き、文化センターを含む文化ゾーンのあり方について検討し、施設
整備を進めていく。

点検・評価に関
するコメント

総合福祉センターの代替施設は必要と考えるが、文化ゾーンのあり方とあわせて検討してほしい。
文化ゾーンの案内板やＰＲを充実してほしい。

事業の今後
の 方 向 性

体育施設ではスポーツセンター第1・第2体育館を平成28年度までに耐震化等工事を終わらせ、文化施設
では、文化センターの耐震化の方針・スケジュールについて、スピードを上げて決定していく。
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